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新型コロナウイルス感染症に関する傷病手当金の
適用期間を延長します

問合先　保険年金課国民健康保険担当・高齢者医療担当

12
月
31
日
ま
で
適
用
期
間
が
延
長

に
な
り
ま
し
た

　
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方
に
傷

病
手
当
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
感
染
し
た
方
、
ま
た
は
発
熱
な

ど
の
症
状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ

れ
、
そ
の
療
養
の
た
め
仕
事
を
休

ん
だ
方

・
勤
務
先
か
ら
給
与
な
ど
の
支
払

い
を
受
け
て
い
る
方
で
、
療
養
の

た
め
仕
事
を
休
ん
だ
期
間
の
給
与

な
ど
が
支
給
さ
れ
な
い
方
　

※
　
給
与
収
入
の
全
部
ま
た
は
一

部
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
間

つるワゴンの円滑な乗降車に 
ご協力ください

問合先　都市計画課交通政策担当

　
つ
る
ワ
ゴ
ン
に
乗
車
し
た
ら
お

つ
り
の
な
い
よ
う
、
運
賃
を
お
支

払
い
い
た
だ
き
、
降
車
場
所
を
運

転
手
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
つ
る

ワ
ゴ
ン
で
は
交
通
系
IC
カ
ー
ド

（PA
SM
O

、Suica

な
ど
）が
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

　
特
別
乗
車
証
で
ご
乗
車
さ
れ
る

方
は
、
必
ず
運
転
手
に
ご
提
示
く

だ
さ
い
。

　
降
車
場
所
に
到
着
し
た
ら
、
車

両
が
完
全
に
止
ま
っ
た
こ
と
を
確

認
し
、
席
を
お
立
ち
く
だ
さ
い
。

　
つ
る
ワ
ゴ
ン
は
ル
ー
ト
上
の
安

全
な
場
所
で
あ
れ
ば
、
停
留
所
で

な
く
て
も
指
定
し
た
場
所
で
降
り

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

交
差
点
付
近
や
交
通
量
の
多
い
場

所
な
ど
、
運
転
手
が
危
険
と
判
断

し
た
場
合
は
、
指
定
し
た
場
所
で

降
車
で
き
ま
せ
ん
。

　
つ
る
ワ
ゴ
ン
の
定
時
運
行
お
よ

び
利
用
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

は
、
支
給
で
き
ま
せ
ん
。
給
与
収

入
が
、
傷
病
手
当
金
よ
り
少
な
い

と
き
は
、
差
額
を
支
給
し
ま
す

適
用
期
間

　
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
令
和

４
年
12
月
31
日
の
間
で
療
養
の
た

め
連
続
し
て
仕
事
を
休
ん
だ
期
間

の
う
ち
４
日
目
以
降（
入
院
が
継

続
す
る
場
合
は
、
最
長
１
年
６
か

月
ま
で
）�

申
請
方
法

　
事
前
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
事
業
主
の
証
明
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
。�

国民健康保険

後期高齢者医療保険

令和2年度からスタートした「第6次鶴ヶ島市総合計画」。
市の将来像「しあわせ共感 安心のまち つるがしま」の
実現に向けた取組などをお知らせします！

しあわせ共感しあわせ共感
安心のまち安心のまち
つるがしまつるがしま
の実現に向けて
の実現に向けて

市内全小・中学校に防災倉庫を
順次設置しています

大規模災害時に指定避難所となる市内の全小・
中学校に防災倉庫を1棟ずつ設置します。
新型コロナウイルス流行に伴い、通常の災害
備蓄品に加えて、感染防止対策用品など必要
な備蓄品が増加しています。
備蓄品の増加に対応するため、校舎の外に専
用の防災倉庫を新設します。
これまで、災害備蓄品は校舎内の空き教室な
どに設置していましたが、今後は新設する防
災倉庫と併用していきます。
多種多様な災害備蓄品を備蓄できるようにす
ることで、災害発生時に避難所をより円滑に
運営していきます。
市では今後も、防災機能をより一層強化して
いきます。
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年金生活者支援給付金制度について

問合先　保険年金課国民年金担当

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
と

は
、
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
所

得
額
が
一
定
額
以
下
の
年
金
受
給

者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。
受
け
取
る
に
は
、
支

給
要
件
を
満
た
し
、
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
の
認
定
請
求
と
い
う

手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

支
給
要
件�

老
齢
基
礎
年
金
受
給
の
場
合 

　

・
65
歳
以
上

・
世
帯
員
全
員
の
市
民
税
が
非
課

税・
前
年
の
公
的
年
金
収
入
額
と
そ

の
他
所
得
額
の
合
計
が
88
万
１
２

０
０
円
以
下

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

受
給
の
場
合�

・
前
年
所
得
額
が
「
４
７
２
万
１

０
０
０
円
＋
扶
養
親
族
の
数
×

38
万
円
※
」
以
下

※
　
扶
養
親
族
の
年
齢
に
よ
り
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

給
付
額（
月
額
） 

老
齢
基
礎
年
金
受
給
の
場
合

　
保
険
料
納
付
済
期
間
な
ど
に
応

じ
て
算
出
し
た
額�

障
害
基
礎
年
金
受
給
の
場
合

２
級
５
０
２
０
円
、
１
級
６
２
７

５
円

遺
族
基
礎
年
金
受
給
の
場
合�

５
０
２
０
円�

　
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方
で
、
令
和
４

年
度
に
お
い
て
、
所
得
額
が
前
年

よ
り
低
下
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
の
支
給
対
象
と
な
る
方
に

は
、
順
次
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書

（
は
が
き
型
）を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
対

象
外
の
方
が
、転
居
や
世
帯
分
離
、

世
帯
員
の
死
亡
な
ど
で
非
課
税
世

帯
に
な
っ
た
場
合
は
請
求
書
を
市

役
所
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
５
年
１
月
４
日
ま
で
に
請

求
手
続
き
が
完
了
し
ま
す
と
、
10

月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
請
求
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
日
本
年
金

機
構
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
５
７
０・
０
５・
４
０
９
２（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

入学準備金貸付制度をご存じですか？

問合先　学校教育課学務担当

　
高
等
学
校
・
大
学
・
短
大
・
専

修
学
校（
学
校
教
育
法
に
よ
り
定

め
ら
れ
た
も
の
に
限
る
）に
進
学

す
る
意
欲
を
持
ち
な
が
ら
、
経
済

的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
な
方

に
、
入
学
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

・
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居

住
し
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

・
高
等
学
校
・
大
学
・
短
大
・
専

修
学
校
に
入
学
予
定
者
の
保
護
者

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方（
世

帯
全
員
の
完
納
証
明
が
必
要
で

す
）

・
連
帯
保
証
人
を
得
ら
れ
る
方

貸
付
限
度
額

①
高
等
学
校
・
専
修
学
校（
高
等

課
程
で
修
業
年
限
が
２
年
以
上
）

20
万
円

②
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校（
専
門

課
程
で
修
業
年
限
が
２
年
以
上
）

30
万
円

申
請
期
間

第
１
期
　
10
月
３
日
㈪
～
11
月
15

日
㈫

第
２
期
　
令
和
５
年
１
月
４
日
㈬

～
31
日
㈫

貸
付
時
期

第
１
期
　
12
月
上
旬
以
降

第
２
期
　
令
和
５
年
２
月
以
降

貸
付
金
の
償
還

①
の
場
合
　
貸
付
後
、
半
年
間
据

置
し
、月
額
６
７
０
０
円
を
29
回
、

５
７
０
０
円
を
１
回
無
利
子
償
還

②
の
場
合
　
貸
付
後
、
半
年
間
据

置
し
、月
額
７
２
０
０
円
を
41
回
、

４
８
０
０
円
を
１
回
無
利
子
償
還

申
込
方
法

　
学
校
教
育
課
に
あ
る
入
学
準
備

金
貸
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
必
要
書
類
と
と
も
に
同
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
期

限
後
に
貸
付
審
査
会
を
開
催
し
、

認
定
者
を
決
定
し
ま
す
。
決
定
は

文
書
で
通
知
し
ま
す
。

　
決
定
の
通
知
を
受
け
た
方
は
、

連
帯
保
証
人（
１
人
）と
連
署
の
借

用
書
に
入
学
を
決
定
す
る
書
類
な

ど
を
添
え
て
、
学
校
教
育
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　
収
入
の
多
い
ご
家
庭
に
は
ご
遠

慮
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。HPはこちら
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く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　
収
入
の
多
い
ご
家
庭
に
は
ご
遠

慮
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。HPはこちら
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ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新

薬（
先
発
医
薬
品
）の
特
許
が
切
れ

た
後
に
販
売
さ
れ
る
新
薬
と
同
等

の
有
効
成
分
、
効
能
お
よ
び
効
果

を
持
つ
医
薬
品
で
す
。
価
格
が
安

く
、
新
薬
か
ら
変
更
す
る
こ
と
で

薬
代
の
負
担
が
減
り
、
医
療
費
の

抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
で
は
生
活
習
慣

病（
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
糖

尿
病
）で
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医

薬
品
）に
切
り
替
え
た
場
合
、
薬

代
が
ど
の
く
ら
い
軽
減
で
き
る
の

か
を
試
算
し
た
お
知
ら
せ
を
送
付

し
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望

す
る
場
合
は
、
体
質
に
よ
っ
て
効

き
目
や
副
作
用
に
差
が
出
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
医
師
や
薬
剤

師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

電
話
相
談
窓
口
も
あ
り
ま
す
。
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
☎
０
１
２
０・５
３・０
０
０

６（
平
日
９
時
～
17
時
）

お
薬
手
帳

　
お
薬
手
帳
は
、
ど
の
医
療
機
関

で
、
ど
の
よ
う
な
薬
を
も
ら
い
、

ど
の
く
ら
い
の
期
間
服
用
し
て
い

た
の
か
を
記
録
す
る
も
の
に
な
り

ま
す
。
他
に
も
ア
レ
ル
ギ
ー
、
副

作
用
、
既
往
歴
を
記
載
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
情
報
は

医
師
や
薬
剤
師
が
薬
の
飲
み
合
わ

せ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
必

要
と
す
る
以
上
の
薬
の
処
方
や
害

の
あ
る
多
剤
服
用
な
ど
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
に
お
い
て
も
お
薬
手
帳
を

元
に
適
切
な
薬
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
お
薬
手
帳
を
活
用

し
、
正
し
い
薬
の
服
用
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

さいたま県産木材を 
使った住宅を補助します

問合先　産業振興課農政担当

固定資産評価審査委員会 
委員の選任について

問合先　人事課人事担当

　
さ
い
た
ま
県
産
木
材
で
建
て
る

住
宅
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

補
助
要
件

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
木

造
住
宅
な
ど
が
助
成
対
象
で
す
。

①
県
内
に
県
内
事
業
者
が
建
築

（
増
改
築
・
内
装
木
質
化
）②
令
和

３
年
10
月
１
日
以
降
に
契
約
③
令

食品ロス削減にご協力ください

問合先　生活環境課環境推進担当

　
食
品
ロ
ス
と
は
、
ま
だ
食
べ
ら

れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食

品
の
こ
と
で
す
。

　
日
本
で
は
、
年
間
約
５
２
２
万

ト
ン
の
食
品
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま

す（
令
和
２
年
度
推
計
値
）。
こ
れ

は
、
日
本
人
１
人
当
た
り
に
換
算

す
る
と
、
お
茶
碗
約
１
杯
分
が
毎

日
捨
て
ら
れ
て
い
る
計
算
と
な
り

ま
す
。

　
食
品
ロ
ス
が
削
減
さ
れ
れ
ば
、

廃
棄
物
処
理
の
費
用
の
削
減
だ
け

で
な
く
、
食
料
生
産
に
費
や
さ
れ

た
膨
大
な
資
源
の
無
駄
が
な
く
な

り
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
環

境
負
荷
の
低
減
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

食
品
ロ
ス
を
削
減
す
る
た
め
に

・
買
い
物
に
出
か
け
る
前
に
冷
蔵

庫
の
中
な
ど
の
在
庫
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

・
食
べ
ら
れ
る
分
だ
け
を
作
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
材
の
保
存
方
法
を
工
夫
し
ま

し
ょ
う
。

・
好
き
嫌
い
せ
ず
に
残
さ
ず
食
べ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

無
駄
を
な
く
す
た
め
の
料
理
を
実

践
し
よ
う
！

・
野
菜
の
皮
を
使
っ
た
き
ん
ぴ
ら

・
野
菜
の
切
れ
端
を
使
っ
た
ス
ー

プ
や
ス
ム
ー
ジ
ー

・
根
菜
の
葉
を
使
っ
た
味
噌
汁
や

ふ
り
か
け

　
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
、
食

品
ロ
ス
削
減
へ
と
繋
が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
！HPはこちら

和
５
年
２
月
28
日
ま
で
に
木
工
事

を
完
了
④
さ
い
た
ま
県
産
木
材
を

規
定
量
以
上
使
用

補
助
費
用
　
最
大
34
万
円

申
込
期
限
令
和
５
年
２
月
３
日
㈮

※
　
詳
細
は
埼
玉
県
木
材
協
会
☎

０
４
８・８
２
２・２
５
６
８
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
鍋な
べ
し
ま島
忠た
だ
し

さ
ん
、
毛も

す須
征ゆ
き
ひ
ろ弘
さ

ん
が
任
期
満
了
と
な
り
、
10
月
１

日
付
け
で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

※
　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
土
地
や
家
屋
な
ど
の
価
格
の

不
服
を
審
査
決
定
す
る
機
関
で
す

ジェネリック医薬品とお薬手帳の有効活用を

問合先　保険年金課保健事業担当

Information　鶴ヶ島市役所　☎ 271・1111

17	 Tsurugashima　2022.10

つるの里奨励賞候補者の推薦

「鶴ヶ島市つるの里奨励賞」は、スポーツ、文化などで全国的に活躍し、また
は優れた功績を収めることにより、鶴ヶ島市の名称を全国に広め、市の印象の
向上に寄与した個人や団体に贈る賞です。例年1月に行う鶴ヶ島市表彰式にお
いて表彰しています。皆さんの身近で候補者に該当する方がいらしたら推薦し
てください。
表彰の対象　令和3年11月1日から令和4年10月31日までに実施された全国レベ
ルの大会などで活躍または優れた成績を収めた、市内在住在学の個人や市内で
活動する団体など
推薦方法　指定の推薦書に推薦者の住所・氏名・電話番号、候補者およびその
功績などを記入し、審査上参考となる資料（氏名が載った新聞記事、大会プロ
グラムなど）を添えて、11月2日（水）までに直接お持ちください。自薦・他薦は
問いません。
推薦書の入手方法　推薦書（様式）は、秘書広報課秘書担当で配布しています。
また、市ホームページからもダウンロードできます。
問　秘書広報課秘書担当

防火管理資格取得（新規）講習会

消防法施行令に基づく、防火管理資格（甲種）を取得する講習会を行います。多
数の人が利用する事業所では、防火管理者の資格を有する人の中から防火管理
者を定め、消防本部に届出をする必要があります。
資格者がいない事業所は必ず受講し、防火管理者を選任してください。	
対　鶴ヶ島市、坂戸市内在住または在勤で、各事業所において管理監督的な地
位にある方
日　10月19日（水）・20日（木）8時30分～16時30分
場　坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部（坂戸市鎌倉町16-16）
※　駐車場の用意はありません	
定　30人（申込順）	　料　3750円
申	問　10月6日（木）8時30分から16時までに消防本部予防課へ☎281・3117

防火管理者を選任すべき
防火対象物

選任すべき防火管理者

甲　種 甲種または乙種

老人短期入所施設、養護老人ホームなど
で収容人員が10人以上

延べ面積に
関係なく全て

飲食店、マーケット、保育園、幼稚園、
病院、老人デイサービスセンターなどで
収容人員が30人以上

延べ面積
300㎡以上

延べ面積
300㎡未満

共同住宅、学校、図書館、工場、倉庫、
事務所などで収容人員が50人以上

延べ面積
500㎡以上

延べ面積
500㎡未満

お知らせ
今月の納期

◆市・県民税第3期
◆国民健康保険税第4期
◆介護保険料第4期
◆後期高齢者医療保険料第4期

「滞納整理強化期間」実施中

税負担の公平性および税収入を確
保するため、鶴ヶ島市をはじめ、
県内市町村と埼玉県では、10月か
ら12月までを滞納整理強化期間と
定め、徴収対策を進めます。期間
中は、市税の未納者を対象に文書
催告や財産調査、差押などの滞納
処分と納税相談を重点的に行い、
滞納の解消に向けて取り組んでい
きます。納期限内納付、早期納付
にご協力をお願いします。
相談窓口　平日8時30分～17時15
分、土曜日8時30分～12時（祝日を
除く）
問　収納課収納担当

窓口業務委託を始めます

10月1日から、業務の効率化による
更なる市民サービスの向上を目指し
て、保険年金課の窓口業務の民間
委託を始めます。業務の受託者は、
AGSプロサービス株式会社です。
問　保険年金課国民健康保険担当

Infor-
mation




